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し
か
し
、
南
の
く
に
の
　
住
人
は
、
／
い
ち
ば
ん
、
や
さ
し
く
賢
明
だ
。

た
か
く
吼ほ

え
る
　
寄
せ
波
か
ら
／
哄
笑
わ
ら
い

を
ま
な
び
、
そ
の
幸
せ
な
瞳
に

や
ど
る

信
仰
は
、
た
し
か
に
、
人
間
の
妹
、
春
の
女
神
に

由
来
す
る
、
そ
う
　
女
神
が
海
を
こ
え
て
く
る
と
き
に
。

…
…

松
林
に
入
る
と
、
た
し
か
に
／
サ
セ
ッ
ク
ス
の
空
気
が
　
か
お
り
、

砂
浜
を
さ
ま
よ
う
と
、
な
つ
か
し
い
／
わ
が
家
が
　
そ
こ
に
あ
る
。

空
に
は

丘
陵
地
帯

ダ

ウ

ン

ズ

の
稜
線
が
　
う
か
び
あ
が
る
、
／
あ
ん
な
に
も
　
気
高
く
、

む
き
だ
し
に
。

―
―
ヒ
レ
ア
・
ベ
ロ
ッ
ク
「
南
の
く
に
（
１
）
」

こ
の
詩
の
作
者
ヒ
レ
ア
・
ベ
ロ
ッ
ク
は
、一
八
七
〇
年
に
パ
リ
郊
外
で
、

婦
人
参
政
権
運
動
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
母
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
父
と
の

間
に
生
ま
れ
、
母
親
の
庇
護
の
も
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
育
っ
た
。
二
十

代
か
ら
詩
才
を
発
揮
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
入
学
。
教
授
職
を
ね
ら

っ
た
が
特
別
研
究
員

フ

ェ

ロ

ー

に
な
れ
ず
、
国
会
議
員
と
し
て
短
い
期
間
活
躍
し
た

の
ち
、
多
才
な
文
筆
家
と
し
て
名
声
を
得
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
繰

り
返
し
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
、
サ
セ
ッ
ク
ス
へ
の
郷
土
愛
の
強

さ
は
、
二
重
の
国
籍
を
も
つ
彼
ゆ
え
の
屈
折
し
た
心
理
の
表
れ
で
あ
り
、

国
家
の
中
央
に
地
位
を
得
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
執
着
と
も
、
同
根
の
現

象
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
創
作
の
背
景
に
あ
る
、
な
か
ば
強
迫
的
な

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
志
向
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
か
ら
エ
ド
ワ
ー

ド
朝
へ
の
過
渡
期
に
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
た
、「（
善
か
れ
悪
し
か
れ
）
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
特
別
な
存
在
で
あ
る
（
は
ず
）」
と
い
う
感
受
性
と
同

期
し
て
い
た
。
近
年
で
は
、
こ
の
時
代
に
限
定
さ
れ
た
、
こ
の
特
殊
な
感

受
性
を
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
と
い
う
呼
び
名
で
研
究
・
考
察
す
る

の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ベ
ロ
ッ
ク
よ
り
十
三
歳
年
長
で
あ
り
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

末
期
の
文
壇
で
認
め
ら
れ
る
べ
く
苦
闘
し
て
い
た
作
家
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ

ッ
シ
ン
グ
も
ま
た
、
そ
の
時
代
の
感
受
性
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
ベ

ロ
ッ
ク
の
紀
行
本
『
ロ
ー
マ
へ
の
道
』（
一
九
〇
二
年
）
が
人
気
を
博
し
た

翌
年
、
後
に
代
表
作
と
な
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
随
筆
集
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ラ

イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記
』（
以
下
、『
私
記
』
と
略
記
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
周
縁
か
ら
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
へ
居
を
移
し
、
短
い
後
半
生
に

は
南
欧
へ
の
旅
を
繰
り
返
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
客
死
し
た
漂
泊
の
作
家
ギ
ッ

シ
ン
グ
。
彼
の
文
化
的
な
出
自
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
自
体
を
考
察
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
的
扇
動
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
彼
の

作
品
の
中
に
、
一
貫
し
た
姿
勢
や
固
い
信
条
を
探
そ
う
と
す
る
と
、
彼
の

特
質
で
あ
る
モ
ラ
リ
ス
ト
的
な
揺
ら
ぎ
が
見
逃
さ
れ
、
そ
の
魅
力
が
だ
い

な
し
に
な
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
彼
が
好
ん
だ
二
つ
の
対
照
的
な
土
地
、

「
地
中
海
世
界
」
と
「
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
表
象
に
注
目
し
て
、
ギ
ッ

シ
ン
グ
自
身
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お

本
稿
で
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
国
名
に
言
及
す
る
と
き
に
は
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イ
ギ
リ
ス
連
合
王
国

グ

レ

ー

ト

・

ブ

リ

テ

ン

を
指
し
て
お
り
、
そ
の
連
合
王
国
に
属
し
て
い
る
と

い
う
意
識
、「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
限

定
さ
れ
た
地
域
に
対
し
て
抱
く
ル
ー
ツ
意
識
、
す
な
わ
ち
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ネ
ス
」
と
は
、
明
確
に
区
別
し
て
考
察
し
て
い
る
。

第
一
節
　
失
わ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
」
を
求
め
て

近
年
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
で
は
、「
生
ま
れ
つ
き
の
イ
ギ
リ
ス

人
ら
し
さ
」、
す
な
わ
ち
本
質
的
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
意
識
す
る

こ
と
自
体
が
大
英
帝
国
の
生
ん
だ
諸
悪
の
根
源
で
あ
っ
た
と
の
議
論
が
盛

ん
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
そ
の
か
わ
り

に
ま
ず
、
内
実
は
不
安
定
で
あ
っ
た
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
構
造
を

概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
ケ
ル
ト
の
興
亡
、
ゲ
ル
マ
ン
の
侵

攻
、
ノ
ル
マ
ン
の
征
服
…
…
と
、
そ
の
歴
史
的
成
り
立
ち
ゆ
え
に
多
民
族

国
家
の
住
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
、
各
々
が
「
イ
ギ
リ
ス
再
発
見
」

を
迫
ら
れ
る
瞬
間
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
十
九
世
紀
末
社
会
の
思
想
的
枠

組
み
の
激
変
の
中
で
は
、
彼
ら
は
「（
イ
ギ
リ
ス
）
国
民
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム（
２
）」
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
創
造
し
た
人
物
の
な
か
で
お
そ
ら
く
最
も
有
名
な
の

は
、『
私
記
』
の
語
り
手
ヘ
ン
リ
ー
・
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
だ
ろ
う
。
彼
は
裕

福
な
「
退
役
文
人
」
で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
も
そ
な
え
た
温
厚
な

人
物
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
彼
を
も
憤
慨
さ
せ
る
も
の
、
そ
れ
は
な
ん
と
、

「
ま
ず
い
料
理
」
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
宿
屋
で
「
本
物
の
チ
ョ
ッ
プ
や

ス
テ
ー
キ
」
を
期
待
で
き
た
時
代
は
遠
く
過
ぎ
去
り
、
や
が
て
英
国
特
産

の
エ
ー
ル
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ビ
ー
ル
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
由
々
し
い
事

態
が
出
来
す
る
だ
ろ
う
、
と
彼
は
嘆
く

（
３
）
。
そ
し
て
、
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド

ウ
に
飾
ら
れ
た
外
国
製
の
バ
タ
ー
に
い
た
っ
て
は
、
亡
国
の
予
兆
に
ほ
か

な
ら
な
い
。「
こ
ん
な
光
景
に
接
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
前
途
の
容
易
な
ら

ざ
る
を
思
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
気
持
ち
は
暗
然
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
製
バ
タ

ー
の
品
質
低
下
は
、
わ
が
国
民
の
道
義
心
の
低
下
を
物
語
る
最
悪
の
兆
候

の
一
つ
で
あ
る
」（「
冬
」
第
十
一
章
）。

た
か
が
酪
農
製
品
に
対
す
る
こ
の
大
人
げ
な
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ま
る

で
人
種
衰
退
説
の
「
モ
ン
テ
ィ
・
パ
イ
ソ
ン
」
風
コ
ン
ト
仕
立
て
の
よ
う

だ
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
独
特
の
知
的
「
真
剣
さ
（being

earnest

）」
を

身
上
と
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
大
真
面
目
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ラ
イ
ク
ロ
フ

ト
は
、
結
果
的
に
紛
争
を
扇
動
す
る
よ
う
な
悲
観
論
を
嫌
う
点
で
、
人
種

衰
退
論
者
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
（「
夏
」
第
七
章
）
し
、
ま
た
、
徴
兵

制
度
を
声
高
に
叫
ぶ
よ
う
な
性
急
な
愛
国
主
義
者

ジ

ン

ゴ

イ

ス

ト

と
も
立
場
を
異
に
し
て

い
る
（「
春
」
第
十
九
章
）
の
は
間
違
い
な
い
。
で
は
、
そ
の
ラ
イ
ク
ロ
フ

ト
の
創
造
者
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
と
っ
て
の
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
連
想
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
考
察
し
よ
う
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
最
盛
期
の
急
進
派
議
員
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ル
ク
卿

は
こ
う
述
べ
て
い
る
―
―
「
イ
ギ
リ
ス
国
民
が
自
国
に
対
し
て
抱
く
愛
情

の
念
は
、
単
に
人
類
愛
と
か
祖
国
愛
と
い
っ
た
も
の
よ
り
一
層
堅
固
な
、

ふ
だ
ん
は
目
に
見
え
ぬ
心
土
（subsoil

）
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
心

土
と
は
す
な
わ
ち
、
広
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
生
来
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備
わ
っ
た
徳
性
と
力
（virtues

and
pow

ers

）
で
あ
る
」（T

rotter
154

）。
こ

の
「
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
生
来
備
わ
っ
た
徳
性
と
力
」
と
い
う
観
念
は
、
や

が
て
エ
ド
ワ
ー
ド
朝
イ
ギ
リ
ス
の
愛
国
主
義
者
の
合
い
言
葉
と
な
る
。
で

は
、
デ
ィ
ル
ク
を
は
じ
め
多
く
の
識
者
が
想
定
し
て
い
た
「
イ
ギ
リ
ス
国

民
」
の
実
体
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
司
法
の
早
期
確
立
、
習
得
が
容
易
な
言
語
の
発
達
、
と

い
っ
た
好
条
件
下
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
も
安
定
し
た
国
家
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
十
七
世
紀
以
降
い
ち
早
く
国
民
国
家

ネ

イ

シ

ョ

ン

意
識
が
確
固
と
し
た
も
の

に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
好
む
そ
の
「
説
」

も
ま
た
、
一
つ
の
虚
構
で
あ
る
（T

rotter
154

）。
そ
の
虚
構
化
に
は
、
経

済
的
・
軍
事
的
覇
権
を
背
景
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
表
象
を
「
大
ブ
リ

テ
ン
」
の
そ
れ
に
す
り
か
え
よ
う
と
す
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
力
が
働
い

て
い
た

（
４
）

。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
併
合
し
て
大
ブ
リ
テ
ン
へ
、
そ
し
て
一
九

〇
〇
年
ま
で
に
は
連
合
王
国
へ
と
、
規
模
を
拡
大
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
、
国
家
の
維
持
は
時
代
を
追
う
に
つ
れ
困
難
に
な
っ
て
ゆ
く
。
台

頭
し
て
き
た
新
手
の
愛
国
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
歴
史
的
伝
統
（
王
室
、

貴
族
、
議
員
、
国
教
会
な
ど
）
も
、
昔
か
ら
の
文
化
的
一
貫
性
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（
５
）
。

政
治
的
な
統
一
が
困
難
に
な
る
に
従
い
、
国
民
の
あ
い
だ
に
一
体
感
を

煽
る
「
文
化
的
な
縛
り
」
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
こ
と
は
、
現
代
で
も
流

行
の
書
籍
や
ス
ポ
ー
ツ
の
傾
向
を
考
え
れ
ば
、
た
や
す
く
想
像
さ
れ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
イ
ギ
リ
ス
で
考
案
さ
れ
た
「
文
化
的
縛
り
」
は
、
大

き
く
分
け
て
、
言
語
学
と
地
理
学
の
二
分
野
で
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

第
二
節
で
取
り
あ
げ
る
「
こ
と
ば
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
（
辞
典
の
編
纂

や
標
準
英
語
の
制
定
）、
そ
し
て
第
三
節
で
考
察
す
る
「
田
園
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
（R
ural

E
ngland

）」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
で
あ
る
（
６
）
。
こ
れ
ら
の

分
野
に
対
し
て
強
い
関
心
を
抱
い
た
、
キ
プ
リ
ン
グ
や
ラ
イ
ダ
ー
・
ハ
ガ

ー
ド
と
、
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
、
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
ら
、
す
な
わ

ち
代
表
的
な
帝
国
主
義
的
作
家
と
目
さ
れ
る
前
者
と
、
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度

で
知
ら
れ
る
後
者
に
は
、
意
外
に
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
と
い
え
ば
、
文
学
史
的
に
は
、
ゾ
ラ
の
提
唱
し
た
自
然
主

義
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
回
答
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
制
度
悪

に
起
因
す
る
人
間
性
の
喪
失
を
見
す
え
た
リ
ア
リ
ス
ト
、
と
い
う
の
が
通

念
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
社
会
派
文
人
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
古
典
文
学
の
舞

台
で
あ
る
南
欧
に
憧
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
現
実
か
ら
の
逃
避
、
あ
る
い

は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
幻
滅
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
「
イ
ギ
リ
ス
」

と
い
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
守
る
た
め
の
逆
説
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
考
え

る
の
か
。
い
ず
れ
も
読
者
の
自
由
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
想
像
力
に
よ

る
憧
憬
の
念
の
視
覚
化
、
と
い
う
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
得
意
と
し
た
技
法
は
、

ロ
ン
ド
ン
に
幻
滅
し
た
彼
の
「
空
想
と
言
語
的
表
出
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
起
き

た
新
た
な
代
償
行
動
」
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
は
興
味
深
い
（
７
）
。
そ
こ
で

実
際
に
、
い
く
つ
か
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
品
解
釈
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
の

憧
れ
の
地
、「
南
の
く
に
」
―
―
「
南
欧
」
と
「
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の

双
方
―
―
の
諸
相
を
探
っ
て
み
た
い
。

キ
プ
リ
ン
グ
の
帝
国
主
義
的
偏
向
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
反
感
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
（L

etters
7:

412

）。
だ
が
、
架
空
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
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ソ
ン
文
明
圏
再
生
に
取
り
組
ん
だ
キ
プ
リ
ン
グ
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

ー
マ
の
理
想
の
文
明
圏
を
懐
か
し
む
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
は
、
い
ず
れ
も
当
時

の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
の
複
雑
さ
と
無
縁
で
は
な

い
。
一
八
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
古
典
文
学
の
「
無
時
間
世
界
」

を
漂
泊
し
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
そ
の
間
の
体
験
と
想
念
を
紀
行
文
『
イ
オ

ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』（
一
九
〇
一
年
）
と
幾
つ
か
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
結
実

さ
せ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
一
九
〇
二
年
に
執
筆
さ
れ
た
変
則
的
な

随
筆
『
私
記
』
は
、
祖
国
の
「
限
定
さ
れ
た
時
空
間
」
を
記
録
し
て
い
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
崩
御
の
直
前
、と
い
う
象
徴
的
な
時
期
に
書
か
れ
た
、

こ
の
二
つ
の
異
質
な
テ
ク
ス
ト
―
―
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
と
っ
て
の
祖
国
「
イ

ギ
リ
ス
」
は
、
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
の
は
ざ

ま
に
存
在
し
て
い
る
。

第
二
節
「
南
の
異
界
」
へ
の
関
心

「
南
」
―
―
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
探
求
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
憧
れ
た
南
イ
タ
リ
ア
も
、
ラ
イ
ク
ロ
フ

ト
が
絶
賛
す
る
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
、
と
も
に
民
族
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
歴

史
的
遺
産
の
地
で
あ
り
、
愛
国
主
義
者
に
と
っ
て
は
「
く
に
の
か
た
ち
」

の
礎
で
あ
っ
た
。
自
国
の
現
状
に
対
す
る
不
満
が
つ
の
る
と
、
伝
統
回
帰

を
志
向
す
る
現
象
は
古
今
東
西
、
見
受
け
ら
れ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
か
な

り
マ
イ
ナ
ー
な
風
景
画
家
で
あ
っ
た
コ
プ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を

ひ
い
き
に
し
、
作
品
中
で
言
及
し
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
し

く
考
察
す
る
）
の
も
、
彼
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
遺
跡
シ
リ
ー
ズ
が
気
に
入
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
①
）。
そ
う
し
た
懐
古
趣
味
が
愛
国

心
の
一
つ
の
表
現
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
憧
憬
の
念
」
も
ま
た
、
変
革

を
願
う
欲
望
の
も
う
一
つ
の
相
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ギ
ッ
シ
ン
グ

の
思
想
的
枠
組
み
の
中
で
は
、「
マ
グ
ナ
・
グ
ラ
エ
キ
ア
（
大
ギ
リ
シ
ャ
）」

と
「
古
代
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
民
族
の
文
化
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は
そ
れ
ぞ
れ
、
片
や
知
的
な
洗
練
を
達
成
し
た
「
先
行
の
支
配
者
」、
片

や
素
朴
で
好
学
な
「
北
方
の
蛮
人
」
と
し
て
、
密
か
に
結
ば
れ
て
い
る

（
８
）
。

『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
の
次
の
一
節
は
、
そ
の
絆
を
示
す
示
唆
に
富

ん
で
い
る
。

こ
の
書
﹇
カ
ッ
シ
オ
ド
ー
ル
ス
の
公
文
書
﹈
に
示
さ
れ
て
い
る
世
界
は
、

あ
る
点
で
は
極
め
て
高
い
文
明
の
レ
ベ
ル
を
有
す
る
。
つ
ま
り
ロ
ー
マ
文

明
で
あ
っ
て
、
そ
の
法
や
風
俗
習
慣
が
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
支
配
化
に
な
っ

て
も
、
か
な
り
残
っ
て
い
た
の
だ
。
別
の
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
野
蛮
人

に
征
服
さ
れ
、
精
神
の
暗
黒
へ
沈
も
う
と
し
て
い
る
、
崩
壊
の
世
界
に
過

ぎ
な
い
。
…
…
中
央
権
力
の
衰
亡
と
、
政
治
的
混
乱
の
発
生
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
第
十
六
章
（
９
）
）

片
や
理
知
的
な
支
配
者
を
見
上
げ
、
そ
の
一
方
で
素
朴
な
蛮
族
に
も
惹
か

れ
る
矛
盾
し
た
「
憧
憬
の
念
」
の
背
景
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

植
民
圏
を
踏
襲
し
た
帝
国
で
あ
り
な
が
ら
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
雄
で
も
あ

る
、
と
い
う
両
義
的
な
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
内
外
に
広
め
て
き
た
、
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
の
イ
ギ
リ
ス
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
英
帝
国
」
の
矛
盾

し
た
民
族
的
系
譜
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
両
義
的
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

の
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

前
述
の
デ
ィ
ル
ク
卿
が
推
奨
し
た
「
徳
（virtue

）」
再
評
価
の
機
運
が

高
ま
る
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
雰
囲
気
の
な
か
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は

「
大

グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
」
を
離
れ
て
「
大
ギ
リ
シ
ャ

マ
グ
ナ
・
グ
ラ
エ
キ
ア

」
へ
と
向
か
う
。
そ
こ
で
彼

は
、
征
服
者
で
あ
る
「
野
蛮
人
」
西
ゴ
ー
ト
族
の
王
ア
ラ
リ
ッ
ク
の
墓
を

探
す
が
、
そ
の
正
確
な
場
所
は
つ
い
に
突
き
と
め
ら
れ
ず
じ
ま
い
。
宿
屋

に
帰
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
そ
の
夜
、
暗
闇
の
中
で
夢
想
す
る
。

…
…
ロ
ー
マ
人
が
溶
か
し
た
黄
金
の
ウ
ィ
ル
ト
ゥ
ス
の
立
像
の
一
部
も
、

川
床
の
下
に
今
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
男
子
の
美
徳

、
、
、
、
、

を
象
徴
す
る
立

像
を
溶
か
し
地
金
に
す
る
に
は
西
暦
四
一
〇
年
と
い
う
年
号
は
ま
ん
ざ
ら

不
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
…
…
「
そ
れ
以
後
ロ
ー
マ
か
ら
は
す
べ
て
の
勇

気
と
栄
誉
が
消
え
て
し
ま
っ
た
」
か
ら
。

（
第
三
章
「
ア
ラ
リ
ッ
ク
の
墓
」）（
強
調
は
筆
者
に
よ
る
）

帝
国
主
義
文
学
の
人
気
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
に
、「
古
代
の
謎
エ
ニ
グ
マ

」
が
あ
る
。

素
朴
な
観
光
旅
行
者

ツ

ー

リ

ス

ト

な
ら
、
海
外
で
評
論
家
お
薦
め
の
「
美
学
的
な
も
の
」

を
拝
見
し
て
満
足
し
た
が
、
探
険
家
・
歴
史
家
た
ち
は
過
去
の
栄
華
の

「
名
残
り
」
を
見
出
す
の
が
目
的
で
あ
っ
た
―
―
「
完
全
な
闇
が
そ
の
起

源
を
、
そ
の
目
的
を
、
そ
の
歴
史
を
覆
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の

遺
跡
の
価
値
は
ま
す
ま
す
唯
一
無
二
の
も
の
と
な
っ
た

（
10
）
」。
古
代
の
王
の

墓
は
、
そ
の
「
闇
の
奥
」
を
暴
か
れ
な
い
か
ら
こ
そ
「
謎
」
と
し
て
求
心

力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
探
し
求
め
て
い
る

ゴ
ー
ト
族
の
王
の
墓
の
場
合
、
そ
の
核
心
部
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

溶
か
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ル
ト
ゥ
ス
」（
英
語
のvirtue

の
語
源
と
な
っ
た
ロ
ー
マ

神
話
の
神
）
で
あ
る
と
い
う
。「
男
ら
し
さ
」
と
い
う
語
義
を
持
つ
、
こ

の
象
徴
的
な
神
の
像
が
溶
か
さ
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
脳
裏
に
浮
か
べ
る
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と
き
、「
蛮
族
の
反
乱
」（
＝
植
民
地
の
自
治
要
求
）
に
よ
り
求
心
力
の
低

下
を
暴
露
さ
れ
、
そ
の
数
多
い
矛
盾
を
露
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
大
英

帝
国
の
「
徳
」
喪
失
へ
の
危
機
感
が
、
読
者
に
も
鮮
烈
に
共
有
さ
れ
た
は

ず
で
あ
る

（
11
）

。
こ
れ
を
記
し
た
一
八
九
七
年
十
一
月
十
八
日
と
い
う
日
に
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
歴
史
学
者
と
し
て
の
直
感
で
祖
国
イ
ギ
リ
ス
の
「
徳
」
の

衰
退
を
予
見
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
の
特
徴
の
一
つ
は
、
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
現
代
イ
タ
リ
ア
観
察
の
細
や
か
さ
で
あ
る
。
こ
と
に
彼
の
現
地
の

「
こ
と
ば
」
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
、「
言
語
（
国
語
）
の
継
続
す
な
わ

ち
帝
国
経
営
の
継
続
」
と
考
え
た
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
と
深
く
関

係
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
後
期
、
擬
似
ダ
ー
ウ
ィ
ン
論
的
な
人
種
退
行
説

と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
英
語
の
「
退
化
」
を
案
じ
る
知
識
人
層
が

現
れ
、
こ
と
ば
の
点
で
の
伝
統
回
帰
を
唱
え
た

（
12
）
。
そ
の
一
端
が
キ
プ
リ
ン

グ
や
Ｇ
・
Ｍ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
な
ど
、
古
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
言
語
の
系

譜
に
関
心
を
抱
く
作
家
や
詩
人
た
ち
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
、
一
般
人
か

ら
の
例
文
募
集
と
い
う
原
始
的
な
方
法
で
ス
タ
ー
ト
し
た
（『
誤
っ
た
用
法

の
例
文
辞
書
』
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
タ
イ
ト
ル
が
象
徴
的
な
）
辞
書
作
り
は

や
が
て
、
一
九
二
八
年
ま
で
続
く
国
家
規
模
の
大
事
業
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
』
編
纂
へ
と
拡
張
さ
れ

て
ゆ
く

（
13
）

。
ま
た
、
民
間
の
環
境
保
護
団
体
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」

の
設
立
（
一
八
九
五
年
）
は
、「
ほ
か
の
い
か
な
る
場
所
よ
り
も
強
力
に
国

民
が
自
分
の
遥
か
な
過
去
を
思
い
出
す
縁
と
な
る
レ
ン
ガ
や
石
の
記
録

（
14
）
」

を
保
護
し
よ
う
と
い
う
、
文
化
遺
産
保
護
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
穏
や
か
な
田
園
風
景
の
描
写
を
得
意
と
し

た
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
で
さ
え
、
ロ
マ
ン
派
の
詩
に
相
通
ず
る
よ
う
な
劇
的
な

筆
致
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
存
在
す
る
巨
石
群
遺
跡
「
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
」
を
描
い
て
い
る

（
15
）

（
図
②
）。

一
方
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
「
強
く
て
素
朴
な
ゴ
ー

ト
族
」
へ
の
憧
れ
は
あ
る
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
蔓
延
し
た
ア
ン
グ
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ロ
・
サ
ク
ソ
ン
言
語
崇
拝
に
は
同
調
し
て
い
な
い
。
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

は
、
コ
ト
ロ
ー
ネ
で
出
会
っ
た
宿
屋
の
少
年
の
見
事
な
敬
語
遣
い
を
活
写

し
て
―
―
「
文
句
な
し
に
最
高
の
文
明
人
は
こ
の
少
年
だ
っ
た
…
…
『
グ

ラ
ツ
ィ
エ
・
ア
・
ヴ
ォ
イ
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
』（
お
客
さ
ま
、
恐
縮
に
存
知
ま

す
る
）
と
答
え
る
」（
第
十
章
）
―
―
素
朴
さ
を
売
り
に
し
た
ア
ン
グ
ロ
・

サ
ク
ソ
ン
的
な
反
理
知
主
義
を
、
暗
に
揶
揄
し
て
い
る
。
国
籍
や
文
明
の

境
界
を
越
え
て
無
知
と
俗
悪
を
嫌
う
、
彼
の
知
的
貴
族
主
義
が
、『
イ
オ

ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
の
次
の
引
用
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

老
若
を
問
わ
ず
カ
タ
ン
ツ
ァ
ー
ロ
の
代
表
的
人
物
た
ち
の
交
わ
す
言
葉

は
、
同
じ
よ
う
に
晩
の
余
暇
を
楽
し
む
イ
ギ
リ
ス
地
方
人
の
そ
れ
よ
り
も
、

遥
か
に
程
度
が
高
い
。
…
…
こ
れ
は
別
に
、
素
朴
な
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

語
と
、
古
典
語
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
イ
タ
リ
ア
語
の
違
い
で
は
な
い
の
だ
。

思
考
の
根
本
的
差
異
で
あ
る
。
こ
の
民
族
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
理

知
的
な
も
の
に
敬
意
を
抱
く
が
、
こ
れ
は
典
型
的
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
欠
け

て
い
る
点
だ
。

（
第
十
三
章
）

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
こ
の
思
想
は
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
引
き
継
が
れ
、
彼
の
評
論
文

『
ラ
イ
オ
ン
と
一
角
獣
』（
一
九
四
一
年
）
に
収
め
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
君
た
ち
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
中
で
も
、
彼
ら
（
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
）
は
「
抽
象
的
思
考
を
嫌
悪
し
、
哲
学
だ
の
体
系
的
『
世
界
観
』

だ
の
と
い
っ
た
も
の
の
必
要
を
感
じ
な
い
」
と
言
わ
し
め
て
い
る

（
16
）

。

ま
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ヤ
ギ
飼
い
の
少
年
に
花
を
一
本
所
望
さ
れ
て

（「
何
か
小
さ
い
の
を
」）、
彼
の
方
言
が
ひ
ど
く
解
り
に
く
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
話
を
試
み
て
い
る
（
第
八
章
）。
彼
の
方
言
に
関
す
る
こ

だ
わ
り
は
、
い
わ
ば
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
流
の
「
一
粒
の
砂
に
永
遠

を
見
る
」
よ
う
な
世
界
の
見
方
で
あ
り
、
永
い
時
間
の
な
か
で
培
わ
れ
た

「
こ
と
ば
の
豊
饒
」
へ
と
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
古
典
の
素
養

に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
語
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
異
国
の
「
聞
き
慣
れ

な
い
こ
と
ば
」
は
「
昔
か
ら
の
活
力
の
あ
る
こ
と
ば

（
17
）

」
と
し
て
再
生
さ
れ

た
と
い
え
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
イ
タ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
田

舎
の
両
方
に
、
等
し
く
「
昔
か
ら
の
活
力
の
あ
る
こ
と
ば
」
を
見
出
し
て

い
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
知
的
公
平
さ
で
あ
る
（C

om
m

onplace
B

ook
58

）。
こ

れ
も
ま
た
、
南
イ
タ
リ
ア
の
み
を
文
化
的
に
格
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、
イ

ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
な
血
縁
関
係
を
客
観
的
に
眺
め
ら
れ
た

ギ
ッ
シ
ン
グ
な
ら
で
は
の
業
績
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
知
識
人
た
ち
の

態
度
、
す
な
わ
ち
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
言
語
の
派
生
物
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
南
部
の
方
言
を
、
現
行
の
標
準
英
語
に
比
べ
て
「
よ
り
純
粋
で
豊
か
」

だ
と
考
え
た
が
っ
た
知
的
傲
慢
、
と
は
対
極
の
、
世
界
市
民

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

と
し
て
の
ギ

ッ
シ
ン
グ
の
姿
勢
で
あ
っ
た

（
18
）
。

こ
の
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
内
的
世
界
に
存
在
す
る
祖
国
イ
ギ
リ
ス

と
、
憧
れ
の
地
「
南
イ
タ
リ
ア
」
と
の
あ
い
だ
に
は
、
両
義
的
な
関
係
が

あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に
観
察
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
、「
田
園
」
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
近
代

化
す
る
イ
タ
リ
ア
の
暴
力
的
な
空
気
に
対
し
て
も
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る

―
―
「
現
代
の
イ
タ
リ
ア
に
愛
国
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
土

192

第二部　時代

2部06章-10章-責了  07.12.6 17:16  ページ 192



地
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
収
穫
を
し
、
自
分
の
畑
の
こ
と
し
か
知
ら
ず
関

心
を
持
た
ぬ
人
の
み
で
あ
る
」（
第
十
八
章
）。
近
年
に
目
覚
ま
し
く
進
展

し
て
い
る
文
化
研
究
の
領
域
で
は
、こ
う
し
た
牧
歌
的
田
園
趣
味
も
ま
た
、

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
勃
興
し
た
愛
国
的
気
運

の
一
要
素
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
節
で
は
、
美
学
と
地
理
学

の
相
関
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
中
海
世
界
の
愛
好
者
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
内
面

で
は
、「
田
園
」
が
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し

て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

第
三
節
　
架
空
の
田
園
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
幻
想

十
九
世
紀
末
に
お
こ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
田
園
礼
賛
は
、
前
節
で
述

べ
た
「
帝
国
」
イ
ギ
リ
ス
の
衰
亡
説
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
帝
国
領
の
植

民
地
は
、
都
市
化
・
工
業
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
ゆ
く
本
国
の
田
園
の
代

替
品
と
目
さ
れ
、
お
お
い
に
期
待
さ
れ
た
が
、
ボ
ー
ア
戦
争
で
の
大
敗
を

契
機
に
そ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
幻
想
は
破
綻
。
二
十
世
紀
初
頭
、
人
び
と
は
再

び
、
祖
国
の
田
園
に
関
心
を
寄
せ
た

（
19
）

。
そ
し
て
様
ざ
ま
な
学
問
・
芸
術
ジ

ャ
ン
ル
の
な
か
で
、「
真
正
の
イ
ギ
リ
ス
（E

ngland

）
と
は
ど
こ
か
？
」

と
い
う
問
い
が
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
、
都
市

生
活
者
を
自
然
主
義
の
手
法
で
観
察
し
て
き
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
品
と
比

べ
る
と
、『
私
記
』
は
一
見
、
そ
れ
ま
で
の
文
学
的
な
試
み
に
対
す
る
反

動
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
一
八
九
一

年
か
ら
二
年
間
イ
ギ
リ
ス
東
南
部
の
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
に
暮
ら
し
て
以

来
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
脳
裏
に
は
常
に
、
こ
の
地
が
理
想
郷
と
し
て
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
事
実
、
晩
年
一
九
〇
二
年
二
月
二
十
四
日
付
の
ベ
ル
ツ
へ
の

手
紙
で
も
、「
も
し
マ
ダ
ム
・
フ
ル
リ
が
い
な
か
っ
た
な
ら
、
デ
ヴ
ォ
ン

シ
ャ
ー
か
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
移
り
住
み
た
い
と
こ
ろ
だ
」（L

etters
8:

345

）
と
告
白
し
て
い
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
『
私
記
』
の
な
か
で
「
イ
ギ
リ
ス
で
も
っ
と
も
注
目
す

べ
き
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
」
と
い
う
問
い
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
る
（「
冬
」

第
十
三
章
）
―
―
そ
の
答
え
は
「
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
古
い
村
落
」
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
南
の
住
民
は
た
と
え
粗
野
で
も
「
古
い
伝
統
的
な
世
界
の

一
員
」
で
あ
る
が
、
北
方
の
粗
暴
な
人
間
は
「
や
っ
と
野
蛮
の
域
を
脱
し

た
ば
か
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
う
結
論
づ
け
て
い
る
。

…
…
今
や
あ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
違
う
力
や
美
点
を
示
し
て
い
る
あ
の
古

い
、
正
真
正
銘
の
イ
ギ
リ
ス
の
上
に
、
彼
ら
北
方
人
の
支
配
の
手
が
次
第

に
及
ん
で
ゆ
く
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
美
し
い
農
村

、
、
、
、
、

が
織
り
な
す
こ
の
麗
し
く
広
き
国
土

、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
、
好
事

家
や
詩
人
や
画
家
以
外
に
は
あ
ま
り
興
味
を
も
た
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

（「
冬
」
第
十
四
章
）（
強
調
は
筆
者
に
よ
る
）

建
国
神
話
の
地
で
あ
る
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
こ
の
強
い
愛
着
は
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
文
明
称
揚
に
対
す
る
反
感
と
は
、

一
見
矛
盾
し
て
み
え
る
。
だ
が
彼
の
な
か
で
は
、
近
代
化
・
工
業
化
さ
れ

た
「
非
人
間
的
で
非
衛
生
な
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
へ
の
反
感
と
、
南
イ
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ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
「
美
し
い
農
村
」
へ
の
愛
惜
の
念
と
は
、
齟
齬

な
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
と
見
な
さ
れ
た
国
を

好
ん
で
創
作
の
舞
台
に
し
た
キ
プ
リ
ン
グ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
彼
で
さ

え
後
半
生
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
末
期
に
流
行
し
た
「
人
種
衰
退
説
」

に
対
抗
す
る
べ
く
、『
プ
ー
ク
が
丘
の
妖
精
パ
ッ
ク
』（
一
九
〇
六
年
）
に

代
表
さ
れ
る
「
妖
精
パ
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
を

テ
ー
マ
に
し
た
児
童
文
学
を
重
要
視
し
た
。
後
に
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
キ
プ

リ
ン
グ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
「
帝
国
主
義
と
キ
プ
リ
ン
グ
と
サ
セ
ッ
ク

ス
」
と
揶
揄
し
た
が
、
そ
の
言
い
か
た
に
倣
う
な
ら
、「
田
園
偏
愛
と
ギ

ッ
シ
ン
グ
と
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
思
想
的
な
キ
ー
ワ

ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。そ
れ
を
誕
生
さ
せ
た
の
は
、

Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
も
『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』（
一
九
一
〇
年
）
の

終
わ
り
で
匂
わ
せ
た
「
田
園
を
脅
か
す
近
代
化
の
暗
雲
」
へ
の
不
安
で
あ

っ
た
。

本
節
の
以
下
で
は
、
短
篇
「
境
遇
の
犠
牲
者
」
に
表
れ
て
い
る
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
田
園
観
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
本
作
品
は
、

一
種
の
「
芸
術
家
小
説
」
で
あ
る
。
偶
然
に
、
本
職
の
画
家
か
ら
ス
ケ
ッ

チ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
た
ヒ
ル
ダ
は
内
心
喜
び
、
ひ
と
と
き
風
景
画
家
と

し
て
の
栄
誉
の
夢
を
み
る
。
し
か
し
結
局
は
「
家
庭
の
天
使
」
た
る
べ
き

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
女
性
の
義
務
を
優
先
さ
せ
、
自
分
が
描
い
た
絵
を
「
夫

の
作
品
」
と
偽
っ
て
売
る
こ
と
で
一
家
の
収
入
と
し
、
自
分
の
芸
術
的
野

心
を
抹
殺
す
る
。

こ
の
作
品
で
興
味
深
い
点
は
、
こ
の
時
代
に
確
立
さ
れ
て
い
た
「
グ
ラ

ス
ト
ン
ベ
リ
」
と
い
う
土
地
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
る
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ

は
イ
ギ
リ
ス
西
南
部
サ
マ
セ
ッ
ト
州
に
あ
り
、
ブ
リ
ト
ン
族
の
伝
説
上
の

王
・
ア
ー
サ
ー
王
の
終
焉
の
地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ

は
、
そ
の
昔
聖
杯
が
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
、
ア
リ
マ
タ
ヤ
の
ヨ
セ
フ
に
よ
っ

て
運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
聖
杯
伝
説
の
地
で
も
あ
る
。
自
ら
「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
」
を
自
称
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
詩
「
エ
ル
サ
レ
ム
」

（
一
八
二
〇
年
）
―
―
「
こ
の
緑
な
す
快
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
に
聖
地
を

建
て
る
ま
で
」
―
―
が
今
日
ま
で
、
国
歌
と
並
び
愛
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
土
地
は
明
ら
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
人

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
美
化
さ
れ
た

自
己
イ
メ
ー
ジ
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
短
篇
の
執
筆
時
期
は
一

八
九
一
年
十
一
月
（L

etters
4:

338

）
で
あ
る
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
同
年
一

月
に
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
ー
の
エ
ク
セ
タ
ー
に
引
っ
越
し
て
お
り
、
七
月
な
い

し
八
月
に
本
作
品
の
舞
台
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
を
実
際
に
訪
れ
て
い
る
（4:

312

）。
こ
の
創
作
の
経
緯
か
ら
も
、
本
作
品
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
な
も

の
」
に
関
す
る
一
種
の
考
察
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、「
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
」
が
舞
台
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

本
作
品
を
単
純
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
復
興
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
作
品
で
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
の
風
景
に
愛

着
を
し
め
す
の
は
、
妻
ヒ
ル
ダ
の
ほ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
ヒ
ル
ダ
と
い
う
古
ゲ
ル
マ
ン
語
由
来
の
名
前
は
「
闘
い
の
乙
女
」
と

い
う
両
義
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ

ク
ソ
ン
文
化
は
「
男
く
さ
い
も
の
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、

グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
は
文
明
揺
籃
の
地
と
い
う
「
母
性
」
を
も
帯
び
て
お
り
、
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ギ
ッ
シ
ン
グ
は
こ
の
土
地
の
矛
盾
し
た
、
も
し
く
は
両
性
的
な
性
格
に
着

眼
し
た
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
多
義
性
と
は
無
縁
の
夫
、
そ
し
て
皮
肉
に
も
ラ
テ
ン
語
起
源
の

姓
名
を
も
つ
カ
ス
ル
ダ
イ
ン
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
英

国

復

興

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル

に
向

け
ら
れ
て
い
る
（「
子
供
の
時
か
ら
わ
た
く
し
は
、
イ
ギ
リ
ス
古
代
史
が
画
家

に
よ
っ
て
十
分
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
し
た

（
20
）

」）。
こ

の
、
愛
国
的
な
モ
チ
ー
フ
に
無
駄
な
労
力
を
注
ぐ
自
称
画
家
の
姿
は
、
明

ら
か
に
当
時
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
文
化
回
帰
ブ
ー
ム
の
パ
ロ
デ
ィ
で

あ
り

（
21
）
、
無
自
覚
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
抱
い
て

い
た
危
機
感
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
一
八
九
一
年
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
の

ち
に
キ
プ
リ
ン
グ
批
判
を
し
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
先
駆
け
て
、
過
剰
な
懐
古

趣
味
が
精
神
の
閉
塞
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
予
見
し
た
、
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

次
に
重
要
な
の
は
、「
風
景
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
、
ギ
ッ
シ
ン
グ

の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
と
の
関
連
で
あ
る
。
夫
カ
ス
ル
ダ
イ
ン
が
「
そ

の
あ
た
り
の
ス
ケ
ッ
チ
」
と
侮
蔑
す
る
風
景
画
だ
が
、
こ
の
絵
画
ジ
ャ
ン

ル
の
完
成
度
は
十
九
世
紀
、
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
。
特
に

田
園
を
描
い
た
水
彩
画

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

は
、
大
衆
に
広
く
愛
さ
れ
た
（
22
）
。『
私
記
』
に
も

「
実
に
淡
々
た
る
田
園
風
景
の
画
を
見
て
、
心
を
、
そ
れ
も
実
に
深
く
、

動
か
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
コ
ン
ス

タ
ブ
ル
の
『
麦
畑
』（
一
八
二
六
年
）
を
観
た
と
き
の
感
動
が
語
ら
れ
て
い

る
（「
夏
」
第
二
章
）。
本
短
篇
中
に
も
、
タ
ー
ナ
ー
や
ミ
レ
ー
、
デ
イ
ヴ

ィ
ッ
ド
・
コ
ッ
ク
ス
や
コ
プ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
実
在

の
画
家
へ
の
言
及
が
あ
り
、
彼
が
風
景
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
し
て
、

か
な
り
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
引
用
は
、
か
つ

て
妻
ヒ
ル
ダ
が
描
い
た
風
景
画
が
、
あ
る
金
持
ち
の
家
の
客
間
に
掛
け
ら

れ
て
い
る
の
を
見
出
し
た
夫
の
セ
リ
フ
で
、
彼
の
決
定
的
な
敗
北
の
瞬
間

で
あ
る
。

「
…
…
わ
た
し
は
水
彩
画
な
ん
か
全
く
の
駄
作
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
、
そ
の
う
ち
の
二
枚
が
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー

ナ
ー
ド
の
奥
方
の
お
部
屋
に
、
ミ
レ
ー
や
タ
ー
ナ
ー
や
そ
の
他
の
傑
作
と

並
ん
で
掛
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
ね
え
！
…
…
」

こ
の
科
白
が
当
時
の
中
産
階
級
の
嗜
好
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

興
味
深
い
こ
と
に
、『
私
記
』
に
は
タ
ー
ナ
ー
へ
の
批
判
的
な
記
述
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

タ
ー
ナ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
を
味
わ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
だ
。
…
…
わ

れ
わ
れ
が
美
し
い
と
呼
ん
で
い
る
平
凡
な
事
象
の
本
質
的
な
意
義
が
、
は

た
し
て
彼
の
魂
に
啓
示
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
…
…
自
分
は
む
し
ろ
バ

ー
ケ
ッ
ト
・
フ
ォ
ス
タ
ー
を
好
む
と
私
に
い
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
微
笑

す
る
だ
ろ
う
―
―
し
か
し
、
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
の
で
あ
る
。

（「
秋
」
第
四
章
）

例
え
ば
、
当
時
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
、
ギ
ッ
シ
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ン
グ
も
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
タ
ー
ナ
ー
の
あ
る
絵
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

の
戦
時
下
で
イ
ギ
リ
ス
の
農
作
物
の
豊
か
さ
を
称
揚
つ
つ
、
歴
史
的
建
造

物
を
配
置
し
た
、
き
わ
め
て
愛
国
的
な
も
の
だ
。
だ
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の

目
に
は
、
壮
麗
だ
が
「
真
に
イ
ギ
リ
ス
的
な
も
の
に
は
見
え
な
い
」
と
い

う
（
図
③
）。
一
方
、
そ
の
タ
ー
ナ
ー
の
対
抗
馬
と
し
て
言
及
さ
れ
た
バ

ー
ケ
ッ
ト
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と
は
、
テ
ニ
ソ
ン
の
詩
集
の
挿
絵
な
ど
を
手
掛

け
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
大
衆
好
み
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
画
風
の
画

家
で
あ
る
（
図
④
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
イ
タ
リ
ア
絵
画
の
伝
統
と

の
緊
密
な
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
「
理
知
的
」
な
タ
ー
ナ
ー
を
斥
け
、「
反

理
知
的
」
な
大
衆
的
感
傷
を
よ
し
と
す
る
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
こ
の
両
義
的

な
絵
画
的
嗜
好
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

美
学
と
地
理
学
と
の
相
関
関
係
を
研
究
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ダ
ニ
エ

ル
ズ
に
よ
れ
ば
、「
風
景
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
群

イ

メ

ジ

ャ

リ

ー

は
、
単
に
さ
し
迫
る

社
会
・
経
済
・
政
治
問
題
を
映
す
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
諸
問
題
か

ら
の
気
晴
ら
し

デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
な
い
。
そ
の
風
景
の
イ
メ
ー
ジ
群
は
、
し
ば
し
ば
、

社
会
参
画
と
知
の
構
築
を
担
う
、
一
つ
の
強
力
な
モ
ー
ド
と
し
て
作
用
す

る
（
23
）
」。
こ
の
こ
と
ば
を
借
り
る
な
ら
、「
英

国

風

景

画

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
社
会
の
「
知
を
構
築
す
る
様
態
」
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
「
イ
ギ
リ
ス
人
意
識
の
構
築
」
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
帝
国
主
義
的
思
想
は
、
現
実
の
支
配
と
同
時
に
自
分
た
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
神
話
を
も
他
者
に
押
し
売
り
し
、「
外
国
」
の
上
に
「
自
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国
」
へ
の
「
類
似
と
差
異
」
の
両
方
を
示
す
よ
う
な
絵
画
的
符
号

コ
ー
ド

を
押
し

付
け
た
と
い
う
。
い
わ
ば
、
異
文
化
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
、
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
も
例
外
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
の
あ
る
遺
跡
で
、

次
の
よ
う
な
幻
想
を
見
る
―
―
「
神
殿
の
構
内
に
は
草
が
び
っ
し
り
と
生

い
茂
っ
て
い
る
。
満
開
の
バ
ラ
の
し
げ
み
の
み
ず
み
ず
し
い
上
品
な
美
し

さ
…
…
柱
列
の
根
元
あ
た
り
に
茫
々
と
茂
っ
て
い
る
草
が
、
一
瞬
私
に
イ

ギ
リ
ス
の
田
園
を
思
い
出
さ
せ
た
」（『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
第
六
章
）。

こ
こ
で
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
理
想
と
す
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
」
が
ギ
リ

シ
ャ
の
上
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
好
み
の
田
園
を
描
い
た
画
家
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
次
の
よ
う

に
書
い
た
―
―
「
し
か
し
、
私
は
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
よ
り
、
も
っ
と
幸
福

に
満
ち
た
国
土
、
心
か
ら
愛
し
て
や
ま
な
い
わ
が
古
き
英
国
を
描
く
た
め

に
生
を
享
け
た
の
だ

（
24
）

」。

ま
た
、「
境
遇
の
犠
牲
者
」
で
、
画
家
の
手
本
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ

る
コ
プ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
ギ
リ
シ
ャ
に
関
す
る
研
究
本

（
25
）

に
寄

せ
た
挿
絵
は
、
ど
う
見
て
も
英
国
風
景
画
の
手
法
で
ギ
リ
シ
ャ
を
描
い
た

も
の
で
あ
る

（
26
）

（
図
⑤
）。
そ
こ
に
は
、
最
盛
期
の
帝
国
イ
ギ
リ
ス
が
、
古
代

の
帝
国
ギ
リ
シ
ャ
に
対
し
て
抱
く
郷
愁
と
、
北
方
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が

「
南
の
く
に
」
に
対
し
て
抱
く
違
和
感
と
が
、
混
在
し
て
刻
印
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
風
景
画
家
と
し
て
は
二
流
の
存
在
で

あ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
作
品
中
に
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
き

わ
め
て
意
味
深
長
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
代
と
現
代
、
ギ
リ
シ
ャ
と
イ
ギ

リ
ス
、
こ
れ
ら
双
方
に
引
き
裂
か
れ
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
自
身
の
二
面
性
の
表

明
で
あ
り
、
彼
の
作
品
か
ら
に
じ
み
出
る
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ぶ

れ
」
の
根
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
節
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
／
へ
の
二
重

の
ま
な
ざ
し

こ
こ
ま
で
の
節
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
に
は
、
こ
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の
時
代
特
有
の
分
裂
と
重
層
性
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
地
中
海
世
界
、
あ
る

い
は
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
田
園
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
き

た
。
で
は
、
そ
の
両
義
的
な
性
格
の
た
め
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ラ
イ
ク
ロ

フ
ト
と
同
様
、
現
実
世
界
に
対
し
て
無
力
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
―
―
最
終

節
で
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
「
ノ
ー
」
と
い
う
答
え
の
証
と
し
て
、
彼

の
短
篇
「
く
す
り
指
」（
一
八
九
八
年
）
を
取
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
作
品
は
、

ロ
ー
マ
の
観
光
ホ
テ
ル
を
舞
台
に
、
滞
在
中
の
若
い
男
女
の
あ
い
だ
に
起

こ
る
交
流
と
、
心
理
の
推
移
を
描
い
た
佳
品
で
あ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
を
邪
魔

し
な
い
程
度
に
観
光
地
描
写
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
一
見
映
画
化
も
可
能

な
「
安
全
そ
う
な
」
作
品
に
見
え
る
が
、
や
は
り
こ
こ
に
も
複
合
民
族
国

家
イ
ギ
リ
ス
の
重
層
性
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
本
来
ひ
と
く
く
り
に
出
来
な

い
は
ず
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性

イ

ン

グ

リ

ッ

シ

ュ

ネ

ス

」
と
「
ブ
リ
テ
ン
性

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

」
が
交
差
し
、
官
能

的
緊
張
感
が
高
ま
る
、
そ
の
特
異
な
設
定
を
指
摘
し
た
い
。

主
要
な
登
場
人
物
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
女
性
ケ
リ
ン
嬢
と
、
イ
ギ

リ
ス
人
青
年
の
ラ
イ
ト
ン
で
あ
る
。
伯
父
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
タ
ー
を
代
筆

す
る
ケ
リ
ン
嬢
と
、
本
国
に
恋
文
を
書
き
送
る
同
世
代
の
ラ
イ
ト
ン
と
の

あ
い
だ
に
は
、
次
第
に
淡
い
友
情
の
よ
う
な
絆
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、

語
り
手
が
ケ
リ
ン
嬢

（
27
）
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ま
り
」
に
頻
繁
に
言
及
す
る

こ
と
で
、「
ブ
リ
テ
ン
の
辺
境
」
で
あ
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
パ
ロ
デ

ィ
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ラ
イ
ト
ン
の
出
自
に
つ
い
て
の
情
報

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
ケ
リ
ン
嬢
の
特
徴
や
出
自
、
家
庭
環
境
な
ど
は

全
能
の

オ
ム
ニ
ポ
テ
ン
ト語

り
手
に
よ
っ
て
、
冒
頭
で
十
全
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
ラ
イ
ト
ン
の
説
明
は
、
ケ
リ
ン
嬢
に
よ
る
一
人
称
の
語
り
に
切
り
替

え
ら
れ
て
い
る
。

あ
の
人
は
幸
せ
に
み
ち
た
人
で
は
な
い
。
見
た
だ
け
で
わ
か
る
。
わ
た
し

と
同
じ
よ
う
に
、
あ
の
人
も
孤
独
な
の
だ
。
…
…
彼
女
は
自
分
の
振
舞
い

が
あ
ま
り
に
も
あ
り
き
た
り
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
顔
が
赤
ら
ん

だ
。
そ
の
た
め
に
あ
の
人
は
、
わ
た
し
を
非
難
す
る
だ
ろ
う
か
。
い
え
、

い
え
、
あ
の
人
は
そ
れ
ほ
ど
残
酷
な
、
不
当
な
判
断
を
下
す
人
じ
ゃ
な
い
（
28
）

。

こ
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
主
観
的
な
ケ
リ
ン
嬢
の
観
察
と
判
断
が
示
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
。
他
方
ラ
イ
ト
ン
は
、
折
に
触
れ
ケ
リ
ン
嬢
を
「
盗
み
見
」

し
、
彼
女
の
外
見
や
表
情
の
変
化
を
観
察
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
彼
女
は
、
教
養
に
欠
け
て
い
る
ら
し
く
見
え
た
が
、
低
俗
な
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
…
…
血
色
が
も
う
少
し
よ
く
て
、
目
鼻
だ
ち
の
と
げ

と
げ
し
さ
が
ほ
ん
の
も
う
少
し
和
ら
い
だ
ら
、
彼
女
は
美
人
と
言
え
た
ろ

う
。
あ
る
角
度
か
ら
見
る
と
、
き
ち
ん
と
結
わ
れ
た
黒
い
髪
の
毛
と
、
形

の
い
い
頭
と
、
乙
女
ら
し
い
胸
の
線
が
強
調
さ
れ
て
、
と
て
も
上
品
な
印

象
を
与
え
る
。

ケ
リ
ン
嬢
は
た
だ
「
見
る
（see

）」
の
に
対
し
て
、
彼
が
「
見
る
」
際
に

は
「
観
察
す
る
（observe

）」
と
い
う
主
体
の
優
位
を
示
す
動
詞
が
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
視
線
の
不
平
等
こ
そ
が
、
本
作
品
を
特
徴
づ
け
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
非
対
称
な
視
線
は
、
読
者
に
「
二
重
の
ま
な
ざ
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し
（D

ouble-V
ision

）」
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
不
安
定
な
物
語
が
形
成
さ

れ
て
ゆ
く
。
や
が
て
両
者
の
現
実
が
衝
突
し
―
―
実
際
に
、
あ
る
肉
体
的

な
傷
が
つ
け
ら
れ
―
―
押
し
殺
さ
れ
て
き
た
女
の
感
情
の
、
危
う
い
均
衡

が
失
わ
れ
る
。

ラ
イ
ト
ン
が
散
歩
中
に
誤
っ
て
、
同
伴
し
て
い
た
ケ
リ
ン
嬢
の
く
す
り

指
を
「
全
体
重
を
か
け
て
踏
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
、
ロ
ー
マ
の
遺
跡
コ
ロ
シ
ア
ム
と
い
う
舞
台
設
定
か
ら
も
、
ケ
リ

ン
嬢
が
あ
る
種
の
殉
教
者
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
、
幾
重
に
も
象
徴
的

な
場
面
で
あ
る
。
ケ
リ
ン
嬢
は
「
顔
は
真
っ
蒼
で
、
鼻
で
荒
い
息
を
し
て

い
た
。
だ
が
口
を
固
く
結
ん
で
声
を
出
す
ま
い
と
し
て
い
た
。
…
…
唇
が

震
え
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
笑
み
は
絶
や
さ
な
い
」
と
い
う
驚
く
べ

き
自
制
を
み
せ
る
。
ラ
イ
ト
ン
の
表
面
的
な
気
づ
か
い
の
結
果
、
ケ
リ
ン

嬢
は
彼
と
の
結
婚
へ
の
期
待
を
抱
き
、「
く
す
り
指
（
指
輪
を
は
め
る

指
！
）」
の
傷
も
「
こ
の
栄
光
の
都
ロ
ー
マ
で
…
…
わ
た
し
の
理
想
の
男

性
に
求
め
ら
れ
る
」
吉
兆
だ
と
思
い
、
甘
受
す
る
。
そ
し
て
終
盤
、
ラ
イ

ト
ン
に
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
に
婚
約
者
が
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
ケ
リ
ン
嬢
は
そ
の
献
身
的
態
度
の
ダ
メ
押
し
の
よ
う
に
、
ラ

イ
ト
ン
に
（
フ
ラ
ン
ス
）
金
貨
を
一
枚
差
し
出
し
、
本
国
で
の
結
婚
指
輪

の
費
用
の
一
部
に
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
る
。
こ
の
金
貨
こ
そ
、
彼
女
が

コ
ロ
シ
ア
ム
で
、
ラ
イ
ト
ン
に
指
を
踏
み
つ
け
ら
れ
る
危
険
を
冒
し
て
ま

で
、
拾
い
上
げ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の

当
初
の
ア
イ
デ
ア
で
は
、
ラ
イ
ト
ン
は
指
を
踏
む
の
で
は
な
く
、
ナ
イ
フ

で
彼
女
の
手
の
ひ
ら
を
突
き
刺
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ロ
ー
マ

で
執
筆
中
に
書
い
た
友
人
へ
の
質
問
か
ら
窺
え
る
―
―
「
仮
に
手
の
ひ
ら

を
刺
す
と
、
ど
れ
ほ
ど
血
が
流
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
、
ま
た
そ
の

応
急
処
置
の
方
法
は
あ
り
ま
す
か
」（L

etters
7:

71

）。
い
わ
ば
ケ
リ
ン
嬢

（
＝
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
は
、
自
分
の
身
体
に
聖
痕

ス
テ
ィ
グ
マ

を
つ
け
る
こ
と
で
、
結

婚
指
輪
に
出
資
す
る
資
格
、
す
な
わ
ち
「
大
ブ
リ
テ
ン
の
統
合
」
に
参
画

す
る
資
格
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。

想
像
力
の
欠
如
、
真
情
の
伴
わ
な
い
博
愛
、
無
自
覚
な
暴
力
―
―
ラ
イ

ト
ン
の
行
動
に
表
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
大
戦
間
・
戦
後
に
フ
ォ

ー
ス
タ
ー
や
オ
ー
ウ
ェ
ル
ら
が
繰
り
返
し
糾
弾
し
た
、
大
英
帝
国
の
精
神

的
副
産
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
好
ん
で
引
用
し
た
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
公
爵
の
（
言
っ
た
と
さ
れ
る
）「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
の
戦
い
の
勝
利

は
イ
ー
ト
ン
校
の
運
動
場
の
お
か
げ
だ
」
と
い
う
言
葉
を
例
に
挙
げ
、
フ

ォ
ー
ス
タ
ー
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
出
身
者
の
知
的
未
熟
に
触
れ
た

し
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
も
こ
の
有
名
な
セ
リ
フ
を
も
じ
っ
て
、「
だ
が
、
そ
の

後
の
緒
戦
は
す
べ
て
そ
こ
で
失
わ
れ
た
」（『
ラ
イ
オ
ン
と
一
角
獣
』
三
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
独
特
の
諧
謔
に
よ
れ
ば
、「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
特
有
の
異
様
な
制
度
」
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
出
身
者
に

と
っ
て
は
「
こ
の
言
葉
が
歴
史
的
に
不
正
確
で
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
が

言
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
こ
の
公
爵
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
だ
と
い
う
こ
と

な
ど
ど
う
で
も
」
よ
く
、
彼
ら
は
「
み
ん
な
が
み
ん
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス

ク
ー
ル
の
卒
業
生
で
な
い
ど
こ
ろ
か
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
で
さ
え
な
」

い
こ
と
に
気
付
か
な
い

（
29
）

。
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一
方
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
」
に
傷
つ
け
ら
れ
て
も
声
を
出
さ
ず
、
笑

み
を
浮
か
べ
続
け
る
ケ
リ
ン
嬢
は
、「
大
ブ
リ
テ
ン
」
に
呑
み
込
ま
れ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
内
面
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
朝
の
文
化
が
生
ん
だ
表
象
は
、
し
ば
し
ば
、「
非
白
人
（
動
物
・
怪
物

を
含
む
）」
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
女
性
」
を
襲
う
と
い
う
、
支
配
者
側

に
都
合
の
よ
い
類
型
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
そ

の
陥
穽
に
落
ち
る
こ
と
な
く
、
彼
の
優
れ
た
観
察
力
と
、
精
妙
な
現
実
感

覚
を
も
っ
て
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
巧
み
な
人
心
掌
握
と
心
理
的
支
配

を
告
発
し
た
。
そ
し
て
返
す
刀
で
、
支
配
者
の
論
理
を
内
面
化
す
る
敗
者

側
の
意
識
の
問
題
点
を
暴
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ま
る
で
『
動
物
農
場
』（
一
九
四
五
年
）
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
よ

う
に
、
だ
ん
だ
ん
、
お
互
い
に
似
て
く
る
勝
者
と
敗
者
と
は
誰
か
。
そ
れ

は
、
こ
の
「
く
す
り
指
」
と
い
う
珠
玉
の
短
篇
の
う
ち
に
「
後
期
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
社
会
」
と
い
う
小
宇
宙
を
封
じ
込
め
て
み
せ
た
、
作
者
ギ
ッ
シ

ン
グ
自
身
の
ふ
た
つ
の
顔
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
後
に
喝
破
し
た
、

「
愛
国
心
あ
る
い
は
郷
土
愛
」
と
「
左
翼
系
知
識
人
の
心
性
」
と
の
相
容

れ
な
い
関
係

（
30
）
を
地
で
生
き
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
生

き
る
こ
と
に
憧
れ
な
が
ら
、
晩
年
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
非
理
性
的

な
愛
着
に
苛
ま
れ
た
（H

alperin
319 （

31
）

）
ギ
ッ
シ
ン
グ
。
そ
の
よ
う
な
彼
自

身
の
重
層
的
な
出
自
意
識
が
、
こ
の
短
篇
に
も
ま
た
、
避
け
が
た
く
刻
ま

れ
て
い
る
。

註（
1
）
ヒ
レ
ア
・
ベ
ロ
ッ
ク
「
南
の
く
に
」『
英
詩
の
歓
び
』（
松
浦
暢
編
訳
、
平

凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
二
〜
三
三
頁
。

（
2
）D

avid
T

rotter,
T

he
E

nglish
N

ovel
in

H
istory

1895-1920

（L
ondon:

R
outledge,1993

）155.

（
3
）
以
下
、
本
文
中
の
引
用
は
す
べ
て
平
井
正
穂
訳
『
ヘ
ン
リ
・
ラ
イ
ク
ロ
フ

ト
の
私
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
る
。

（
4
）
飯
田
操
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
」『
イ
ギ
リ
ス
の
表
象
―
―
ブ
リ

タ
ニ
ア
と
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
を
中
心
と
し
て
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五

年
）
二
三
七
〜
五
四
頁
。

（
5
）J.H

.G
rainger,P

atriotism
s:

B
ritain,1900-1939

（L
ondon:R

outledge,

1986

）64.

（
6
）A

lun
H

ow
kins,

“T
he

D
iscovery

of
R

ural
E

ngland”
in

E
nglishness,

P
olitics

and
C

ulture
1880-1920,

ed.
R

.
C

olls
and

P
.

D
odd

（L
ondon:

C
room

H
elm

,1986

）62-68.

（
7
）
松
岡
光
治
「
ま
え
が
き
」『
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
世
界
』（
英
宝
社
、
二
〇
〇
三

年
）。

（
8
）
並
木
幸
充
「『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
―
―
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
「
詩
と
真

実
」」『
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
世
界
』
二
三
〇
頁
。

（
9
）
本
文
中
の
『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』
の
引
用
は
す
べ
て
、
小
池
滋
訳

『
南
イ
タ
リ
ア
周
遊
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。

（
10
）Jam

es
B

ryce,
Im

p
ressio

n
s

o
f

S
o

u
th

A
frica

,
3

rd
ed.

（L
ondon:

M
acm

illan,1899

）82.

（
11
）
荻
野
昌
利
『
歴
史
を
〈
読
む
〉
―
―
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
思
想
と
文
化
』

（
英
宝
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
八
七
〜
八
九
頁
。
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（
12
）
ダ
ウ
テ
ィ
は
『
ブ
リ
テ
ン
の
夜
明
け
』（
一
九
〇
六
年
）
の
中
で
「
不
能

に
し
て
不
敬
な
汚
ら
わ
し
い
こ
と
ば
を
駆
除
す
べ
し
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
明

ら
か
な
国
民
の
退
廃
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
」
と
説
い
た
。

（
13
）S

im
on

W
inchester,

T
he

M
eaning

of
E

verything:
T

he
Story

of
the

O
xford

E
nglish

D
ictionary

（O
xford:O

xford
U

P,2003

）
を
参
照
。

（
14
）“T

he
N

ational
T

rust
and

P
ublic

A
m

enities,”
Q

uarterly
R

eview
214

(1911):157-78.

引
用
はT

rotter
159.

（
15
）「
古
代
の
王
国
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
ラ
イ
ダ
ー
・
ハ
ガ
ー
ド
や
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ダ
ウ
テ
ィ
の
典
型
的
な
冒
険
小
説
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
Ｅ
・
Ｍ
・
フ

ォ
ー
ス
タ
ー
の
『
い
と
長
き
旅
路
』（
一
九
〇
七
年
）
で
は
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー

の
遺
跡
「
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
・
リ
ン
グ
」
が
郷
土
愛
に
根
ざ
し
た
愛
国
心
を
か

き
た
て
る
（
第
三
十
章
）。

（
16
）G

eorge
O

rw
ell,

E
ngland,

Y
our

E
ngland

and
O

ther
E

ssays
(L

ondon:

S
ecker

&
W

arburg,
1953)

195.

本
文
中
の
引
用
は
川
端
康
雄
編
『
ラ
イ
オ

ン
と
一
角
獣
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）
一
四
頁
。

（
17
）M

ax
M

uller,
L

ectu
res

o
n

th
e

S
cien

ce
o

f
L

a
n

g
u

a
g

e
（L

ondon:

L
ongm

ans
G

reen,
1861

）49.

言
語
学
者
ミ
ュ
ラ
ー
は
都
市
の
言
語
を
抽
象

語
と
呼
び
、
経
験
に
根
ざ
す
具
体
言
語
「
方
言
」
に
よ
る
国
家
の
活
性
化
を

説
い
た
。

（
18
）R

obert
C

olls,
Identity

of
E

ngland

（O
xford:

O
xford

U
P,

2002)
134,

232.

（
19
）
井
野
瀬
久
美
恵
「
田
園
の
再
発
見
」『
イ
ギ
リ
ス
文
化
史
入
門
』（
昭
和
堂
、

二
〇
〇
三
年
）
二
四
二
〜
四
六
頁
。

（
20
）
小
池
滋
訳
『
ギ
ッ
シ
ン
グ
短
篇
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
所
収

の
「
境
遇
の
犠
牲
者
」
を
参
照
。
以
下
、
本
文
中
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
版

に
よ
る
。

（
21
）D

.
H

.
L

aw
rence,

E
ngland,

M
y

E
ngland

（1915;
H

arm
onds-w

orth:

P
enguin,

1960

）8

で
は
、「
完
璧
な
イ
ギ
リ
ス
人
種
の
見
本
」
で
あ
る
エ
グ

バ
ー
ト
は
妻
ウ
ィ
ニ
フ
レ
ッ
ド
と
共
に
「
か
つ
て
村
落
と
自
由
農
民
を
擁
し

た
古
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
に
農
家
を
持
つ
。
彼
ら
の

名
は
そ
れ
ぞ
れ
古
サ
ク
ソ
ン
の
王
、
お
よ
び
ア
ー
サ
ー
王
の
妃
グ
ィ
ネ
ヴ
ィ

ア
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
読
み
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）A

nn
B

irm
ingham

,
L

andscape
and

Ideology

（L
os

A
ngels:

C
alifornia

U
P,1986

）197.

（
23
）Stephen

D
aniels,

introduction,
F

ields
of

V
ision:

L
andscape

Im
agery

and
N

ational
Identity

in
E

ngland
and

the
U

nited
States

（N
ew

Jersey:

Princeton
U

P,1993

）8.

（
24
）
ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
『
英
国
美
術
の
英
国
性
―
―
絵
画
と
建
築
に
み

る
文
化
の
特
質
』（
友
部
直
・
蛭
川
久
康
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
二
年
）

一
一
一
頁
。

（
25
）C

hristopher
W

ordsw
orth,

G
reece:

P
ictorial,

D
escriptive,

and

H
istorical

（L
ondon:W

.L
.G

raves,1839).

所
収
の
図
版
は
「
ア
イ
ギ
ナ
島

の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
神
殿
」、「
ナ
ク
ソ
ス
島
」。

（
26
）
橋
秀
文
『
水
彩
画
の
歴
史
』（
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
八
頁
。

『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
通
信
員
画
家
な
ど

に
特
徴
的
で
、
描
か
れ
た
風
景
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
人
好
み
の
東
洋
趣
味
で

あ
る
が
、
絵
の
手
法
は
陳
腐
で
あ
る
。

（
27
）
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
『
因
襲
に
と
ら
わ
れ
た
人
々
』（
一
八
九
〇
年
）
の
主
人

公
ミ
リ
ア
ム
・
バ
ス
ク
も
冒
頭
シ
ー
ン
か
ら
「
手
紙
を
書
く
の
に
熱
中
し
て
」

い
る
。
こ
の
小
説
は
イ
ギ
リ
ス
中
産
階
級
社
会
の
因
襲
と
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
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が
象
徴
す
る
精
神
の
解
放
と
の
間
で
揺
れ
る
若
い
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
の
成
長

を
描
い
た
点
で
、
後
の
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
『
眺
め
の
よ
い
部
屋
』

（
一
九
〇
八
年
）
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は

石
塚
裕
子
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
の
地
中
海
』（
開
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
五

章
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

（
28
）G

eorge
G

issing,
“T

he
R

ing
F

inger,”
C

osm
opolis:

A
n

International

R
eview

,
12

vols.
(1896;

T
okyo:

K
inokuniya

Shoten,
1997)

10:
297-314.

執
筆
背
景
に
つ
い
て
は
小
池
滋
訳
『
ギ
ッ
シ
ン
グ
短
篇
集
』
の
「
解
説
」
を

参
照
。
以
下
、
本
文
中
の
引
用
は
す
べ
て
上
記
短
篇
集
所
収
の
「
く
す
り
指
」

に
よ
る
。

（
29
）
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
『
ア
ビ
ン
ジ
ャ
ー
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
』（
小
野

寺
健
他
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
）
所
収
の
「
イ
ギ
リ
ス
国
民
性
覚

え
書
き
」
四
〜
六
頁
。

（
30
）
川
端
康
雄
編
『
ラ
イ
オ
ン
と
一
角
獣
』
編
者
解
説
よ
り
。「
彼
が
と
り
わ

け
批
判
し
た
点
は
…
…
直
截
簡
明
な
英
語
の
対
極
に
あ
る
知
識
人
特
有
の
抽

象
的
で
不
明
瞭
な
言
葉
遣
い
、
そ
し
て
、
自
分
を
育
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
の
風
土

と
伝
統
文
化
へ
の
敵
意
…
…
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
」
三
一
六
〜
一
七
頁
。

（
31
）
一
九
〇
一
年
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
に
宛
て
て
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
草
原
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
路
地
を
歩
く
こ
と
を
夢
見
て
き
た
…
…

昼
夜
を
問
わ
ず
茹
で
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
イ
ギ
リ
ス
の
牛
肉
、
パ
イ
や
プ
デ
ィ

ン
グ
や
テ
ィ
ー
ケ
ー
キ
を
む
さ
ぼ
り
食
う
の
を
夢
に
見
る
」（L

etters
8:159

）

と
訴
え
た
。
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